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「ブルックリン・ドジャースを探して」
“Looking for the Brooklyn Dodgers”

労働民衆史から捉えたブルックリン・ドジャース
とその移転

The Brooklyn Dodgers and the Move 
as a Labor History

南修平
MINAMI Shuhei

　1958年にニューヨーク市（以下ニューヨークと表記し、必要に応じて
「市」を付記する）ブルックリンからカリフォルニア州ロサンゼルスに移転
したメジャー・リーグ球団ブルックリン・ドジャースは、現在でも当地では
根強い人気を維持している。ブルックリン・ドジャースに関する書籍は学術
研究書から写真集、ガイドブックなど広範囲に渡って存在し、ドキュメンタ
リー等の映像資料も多い。また、地元の歴史を記録し、伝える役割を担うブ
ルックリン歴史協会はドジャースに関する様々な 1次史料を熱心に収集し、
展示を企画している。近年の同協会主催による企画を見ると、1955年にお
けるドジャースのワールド・シリーズ初制覇をメイン・テーマにした展示が
2005年 4月～ 12月に行われ、この論文を執筆している現時点（2012年 1月
31日）でもドジャースの本拠地エベッツ・フィールドにフォーカスした展
示が開催中という具合である 1。
　しかし、これら衰えることのないドジャース人気は少し考えると奇妙な現
象のようにも思える。ブルックリンに本拠地をおくドジャースが常に優勝争
いに絡む常勝球団の一つであったのは、第 2次世界大戦直後から 1950年代
を通じてであり、ちょうどこの時期のニューヨークは野球全盛時代とも言え
るほど充実した状況を迎えていた。ドジャースに加え、同じナショナル・
リーグに属し、マンハッタンのポロ・グラウンズを本拠とするニューヨーク・
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ジャイアンツ、アメリカン・リーグの常勝球団でブロンクスのヤンキー・ス
タジアムを本拠とするニューヨーク・ヤンキースが常にワールド・チャンピ
オンをめぐってぶつかり合っており、ニューヨーク市内という狭い空間にメ
ジャー・リーグの常勝球団が 3チームも並立する例のない事態になっていた
のである。そして、ドジャースがロサンゼルスに移転した 1958年は、同じ
くジャイアンツがサンフランシスコに移転した年でもある。3チームともに
華々しい活躍があり、ジャイアンツは本拠地移転という大きな動きが見られ
たにもかかわらず、ドジャースが出色の人気を誇り、未だ多くの人々に愛お
しまれ、語り継がれるのはなぜなのだろうか 2。
　このような差がなぜ生じるのか。本論文は、この疑問を解き明かすため
の一つの方法として、ブルックリンが有する独特の労働者文化に注目し、
特に 20世紀以降のブルックリンの労働者文化―そこにいかなる人々が暮
らし、働いていたのかという労働民衆史的観点からブルックリン・ドジャー
スの存在やそれと労働者との関係を捉えようとするものである。実際、ド
ジャースに関するオーラル・ヒストリーでは、ドジャースがブルックリンの
労働者文化と密接なつながりを持つものとして語られることがしばしば見ら
れ 3、ニューヨーク労働史研究で知られるジョシュア・フリーマンも、第 2
次世界大戦後から 1958年ドジャースのロサンゼルス移転にかけての一連の
事態について、同地における労働者階級の盛衰と関連付けて説明している 4。
しかし、「労働者（階級）」という総称によって代表されるものの実態は十
分に明確ではなく、その実像は抽象的集合体にとどまっている傾向が強く見
られるのである。したがって、本論文では、まず 20世紀以降のブルックリ
ンに生きた労働者階級がどのような人々であったのかを明らかにし、それら
人々の生きる世界、そこで培われた固有の秩序を抽出する。そしてその労働
者の具体的な生活世界の変容とドジャースのロサンゼルス移転までの事態を
関連付けて考察した場合、相互の関係はどのようなものであったのか、ある
いは歴史的にはどのように捉えることが可能なのかを検討するものである。
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1.  Sandhogsとブルックリン橋の建設

　20世紀に入って橋脚、地下鉄・高速道路、巨大造船所、広大な港湾地区
等を有するようになったブルックリンは多くの移民労働者を吸い寄せ、同地
にはブルーカラー労働者として働くアイリッシュやそれに続いてやって来た
イタリア移民たちのコミュニティがつくられていった。過酷な労働に従事し
つつも、人々は相互に生活を支え合い、日常的に交じり合う中で独自の文化
や秩序を創り出した。こうしたブルックリンにおける人やモノの出入りは、
1898年の拡大ニューヨーク市の誕生によって大いに促進されることになる。
　この拡大ニューヨーク市は、それまでのニューヨーク市―マンハッタン
に、当時独立した市であったブルックリンを含む 4地区が合併したことで成
立したものである。とりわけブルックリンは 1900年の時点で人口が 125万
を超えており、同時期のマンハッタン 185万人に次ぐ全米有数の大都市を形
成していた。ニューヨーク経済の両輪となっていたこの 2つの地区は、イー
スト川を挟んで向かい合う位置にあった。その両地区の距離を物理的に近づ
ける上で重大な役割を最初に担うようになったのは、両地区間を結ぶ橋脚で
あろう。中でも統合以前に建設されたブルックリン橋は、巨大都市間におけ
る交通の便を飛躍的に高めた。だが、ブルックリン橋の役割はそれだけにと
どまらず、この巨大な構造物を作り上げた人々のヒロイズムを創り出し、そ
の存在自体によって作業に従事した人々の労苦を示す役割も有したのであ
る。
　拡大ニューヨーク市誕生以前の 1883年に開通を見たマンハッタンとの間
を結ぶブルックリン橋は当時世界最大の吊橋であり、その建設は困難を極め
た。作業にはアイルランドやドイツ、それにイタリアからの移民男性を中心
とする労働者が従事したが、橋脚の基礎部分を構築するために地下深くを掘
り進める作業の中で、外部とトンネル内の間で生じる著しい気圧差によって
潜函病に罹る者が多数現れた。また、ブルックリン橋のような橋脚基礎工事
や続々と行われた鉄道トンネルの掘削工事では洪水や地盤の崩落が頻繁に発
生し、それらによる犠牲者も絶えなかった。しかし、雇用主は死傷事故が絶
えない原因を専ら「移民労働者の不規則でだらしない生活習慣にある」とし
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てその原因を彼らに帰せ 5、その一方で労働者の遺体を闇夜に紛れて現場か
ら運び出し、遠方に放置する等自然死を装う非道な扱いを行っていた 6。
　過酷な状況の中、労働者は団結を強め、行政当局に対して現場の安全を保
証する作業規則の制定や雇用主の横暴を規制する法制度の整備を要求した。
それらは次第に成果を収め始めるようになり、トンネル作業に従事する労働
者は、黎明期におけるニューヨーク労働運動の中心的存在として力をつけて
いき、トンネル労働者だけでなく、他の職種の建設作業労働者を中心に市全
体の労働者の組織化を進めていった 7。
　ブルックリン橋に続き、その後もマンハッタンとの間に架かるウィリア
ムズバーグ橋（1903）やマンハッタン橋（1909）の開通が相次ぐなど、ト
ンネル労働者はブルックリンの発展を支える重要な役割を負った。トンネル
労働者は地下に長くこもりながら死の危険を伴う困難な作業に従事する極め
て特殊な専門職人の様相が強い労働者であった 8。地盤の崩壊や洪水がいつ
発生するかもしれない状況下の地下深くで長く過ごすため、頼れる者は一
緒に働く仲間しかおらず、労働者相互の絆の強さは並々ならぬものがあっ
た 9。トンネル労働者は、現在も彼らに対する通称として広く流通している
sandhogsで呼ばれることが多い。「土掘り人」とも言える彼らは、その通称
を重んじ、プライドを持って自らの呼称として用いており、そのことは現在
のニューヨーク sandhogsの中心労組である Local 147のウェブサイトから
もうかがい知ることができる。トップページに SANDHOGSの名を冠する
彼らは、自らの存在と歴史を以下のように語っている。
　
　sandhogsはニューヨークの伝説的な都市坑夫である。我々はニューヨークのあ
らゆるトンネルを建設し、橋脚の基礎を築いてきた。この偉大な都市にとって我々
がいかに重要な労働者であるかということは、我々がこれまでになしえてきたこと
を考えればよい。ブルックリン橋の基礎となる潜函（ケーソン）を沈め、ホーラン
ドやリンカーン・トンネルを掘り、バッテリー、ミッドタウン・トンネルも掘った
のである。それら無しに外からニューヨークへ入ることがいかに困難であるかを想
像してみよ。1日あたり 400万もの人々を運ぶ地下鉄も建設した。汚物を取り除き、
多大なエネルギー源を供給するトンネルもつくったし、遂には遠く何マイルも離れ
た所からニューヨークに 1日当たり 15億ガロンもの水を供給する水道トンネルも
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整備した。……sandhogsがつくったトンネルがなかったら、ニューヨークは南北
戦争のころには消滅していただろう。……我々はニューヨークを機能させる男たち
―ニューヨークの sandhogsであることを誇りとするものである 10。

　陸路によるマンハッタンとの往来を可能にさせたブルックリン橋の現出
は、構造物としての橋そのものの可視化だけでなく、ヘルメットを被って
地下深く潜り、危険極まりない作業に黙々と携わる不屈の坑夫というイメー
ジ形成にも大いにつながるものだった。実際、sandhogsは建設過程で多く
の犠牲を強いられており、命を守り、生きる権利を獲得するために、ニュー
ヨークの肉体労働者の中心としてデモ行進の先頭に立ち、労働者の前面に
現れた。1969年 Local 147に属する sandhogs 3名に対して行われたインタ
ヴューに見られる彼らの語りは、その実像の一端をよく示している。1939
年クイーンズ―ミッドタウン・トンネル建設作業中に発生した火災から命か
らがら逃げた経験などを持つ彼らに対し、どうしてそんな危険な仕事に就い
たのかという質問がなされた（当時火を消すには気圧装置を切って川から
大量の水をトンネル内に流入させるしかなかった）。インタヴュー当時もブ
ルックリンに住み続けていたインタヴュイー 3人の中の 1人は以下のように
答えた。

金じゃない。実際、他の建設職より稼げないし、安全でもない。多分、俺達のほと
んどは親父の後を継いだだけだろう。もしもう一度同じことをしなけりゃならない
なら、ちょっとは違った風にするだろう。でも、まあ人生は一度切りだけだ 11。

sandhogsになって危険な中に身を置くことは労働者家庭に生まれた者の自
然な成り行きでもあった。だからこそ、彼らの存在はブルックリンがブルー
カラー労働者の街であることをより一層特徴づける強いアイコンとして機能
したのである。
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2.  港湾都市ブルックリンの労働者たち

（1）ブルックリン海軍造船所の存在
　ロング・アイランド島の一角をなすブルックリンはイースト川を挟んでマ
ンハッタンと対しており、水運に恵まれた地理的条件を活かし、早くから港
湾産業が発達していた。その中でも特筆されるのがブルックリン海軍造船所
である。広大な敷地と多くの労働者を抱え込んだこの造船所は、sandhogs
と並び、「ブルーカラー労働者の街ブルックリン」の代表的存在としてその
イメージ形成に大きく貢献した。ブルックリン海軍造船所の変遷や、そこで
働いた労働者及び周辺コミュニティの様子については、拙稿「ブルックリン
海軍造船所の閉鎖とニューヨーク都市労働者の生活世界」に詳しいのでそち
らを参照されたいが 12、同造船所がブルックリンの労働者文化を語る上で外
せない存在であるので、ここでは同造船所に働く労働者の中で創られていた
秩序や文化及び地域社会との関連のみに絞って述べておきたい。
　もともとは民間人がマンハッタンに近い対岸地区で経営していた造船所
は、1806年より海軍が購入したことで軍直轄となり、それ以降 2つの世界
大戦を経るなどして全米一の規模を誇る巨大造船所として発展していった。
熟練作業を要する造船労働において優れた技術を身につけることで労働者
の頂点に立っていた者は、この地に到来し、家族を持って暮らしてきたヨー
ロッパからの移民やその息子たちであった。地縁や血縁を軸に熟練職を受け
継いでいく慣行は、自ずと造船所内労働者の間に職種による確固としたヒエ
ラルキーを創り出すとともに、外部の者が各々の領域に容易にアクセスする
ことを許さない境界を構築した。
　戦争とともに歩んできた造船所は第 2次世界大戦期にピークを迎え、最大
時には 7万人を超える労働者がここで働くようになり、24時間稼働し続け
る不眠不休工場となった。多数の船舶が昼夜を問わず頻繁に出入りする光景
は同時に、労働者も同じ状態であることを示していた。造船所の周囲には古
くからそこで働く労働者の街が形成されていたが、それに加え、戦争遂行の
上で必要とされた大量の労働者が流入したために、そうした人々を輸送する
交通網もフル稼働した。そして労働者相手の様々な商店も次々に現れて、造
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船所周辺の地域は文字通り眠らない街として大いに栄えたのである。
　ここで重要なことは、造船所の存在は物理的な繁栄を地域にもたらした
だけではなかったということである。ブルックリン海軍造船所が、米海軍
の中で最大規模を誇る巨大施設であり、空母をはじめ重要な大型艦船を次々
に建造し続けてきた実績を持つという事実は、そこで働く労働者自身はもと
より、その家族や造船所と何らかのかかわりを持つ少なからぬ地域の人々に
大いなる自信と愛国的な充足感を与えたのである。真珠湾で日本軍に撃沈さ
れた戦艦アリゾナ、日本が降伏文書に調印する舞台となった同ミズーリ、米
海軍第 7艦隊の中心として長く就役した空母インディペンデンス等歴史的艦
船がブルックリン海軍造船所で建造されたということ、1951年には開設 150
周年を迎え、盛大な記念式典を行った際、トルーマン大統領から祝福と感謝
の手紙が送られる等といったことは、愛国心を実感させる具体的な事柄で
あった。
　さらに、新規艦船建造の度に執り行われる進水式や命名式も重要な役割を
果たしていた。式典には軍高官に加え、艦船の命名の由来となった州や都市
に縁の深い上下院議員らが臨み、労働者とともに周辺住民も式に参加してそ
の次第を見届けた。こうした一連の祝祭は、造船所がいかに国家に貢献し、
誇り高き役割を担っているのかを労働者やその家族・住民に肌で実感させる
ものとして大いに機能したのである。実際に式典が行われている造船所で巨
大艦船を前にし、その建造作業に従事した父や夫、息子を傍らに持つ家族に
とって、その場を共有している事実は大いなる誇りの根拠となったが、それ
は一方で父や夫、息子という男性を頂点に置くジェンダー化された愛国的感
情の醸成をも意味していた 13。
　ブルックリン海軍造船所は、造船労働者として生きることに対しての強い
誇りを日々感じさせる場所であり、白人男性を中心とした愛国的感情を再生
産する機能を果たし続けた。結果として造船労働者は、造船所周辺地区に深
く関わっている人々とともに暮らすことで、地域やコミュニティに対して
並々ならぬ愛着を持った。そうした感情は日々の生活を営む中から育まれ、
ブルックリン海軍造船所こそ、まさにその中心的存在・根拠に他ならなかっ
たのである。
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（2）海運業の拠点ブルックリンの労働者たち―港湾労働者の労働・生活
文化
　この他、ブルックリンの労働者を語る上で見逃せないのが、ブルックリン
海軍造船所の南に形成された一連の港湾地区の存在である。マンハッタンや
スタテン・アイランドに対峙するブルックリンの沿岸地域には所狭しと桟橋
が建設され、特にレッド・フック地区には最も港湾施設が集中していた。さ
らにその南側に位置するサンセット・パークの湾岸地区一帯には、広大な敷
地内に海運・流通・製造業などが一堂に会したブッシュ・ターミナル（Bush 
Terminal）があり、それに隣接してやはり米陸軍随一の規模を誇る巨大な複
合施設・ブルックリン陸軍ターミナル（Brooklyn Army Terminal）があっ
た。陸軍のターミナルは当時世界最大の倉庫群を有するとともに、ピーク時
で軍民合わせて 5万 6千人もの兵士や労働者を雇用し、第 2次世界大戦期に
は 300万人を超える兵士と 3,700万トンの物資を海外へ運ぶなど、まさに人
員・物資の輸送の中心となっていた 14。
　ブルックリンの港湾地区で荷役作業に従事していたのは longshoremanと
呼ばれる港湾労働者であり、その中心はイタリア系移民が担っていた。港湾
地区はマンハッタンでも発達しており、ハドソン川を挟んでニュージャー
ジーの対岸に面するチェルシー地区を中心としたマンハッタン西岸が拠点で
あった。そこからマンハッタンの南端にかけて南西の河岸一帯に港湾地区が
形成されていた。チェルシーなどマンハッタンの港湾地区ではアイルランド
系移民が支配的であったのに対し、ブルックリンではアイルランド人が大量
に移住してきた後にこの地へやってきたイタリア人が港湾労働の中心を担っ
た。
　ニューヨークの港湾労働者を組織していたのはチェルシーに拠点を構え
たジョセフ・ライアン率いる国際港湾労組（International Longshoremen's 
Association, 以下 ILAと表記）だったが、ILAの実態は桟橋群ごとに線引き
された地域をテリトリーとする各支部（local）の集合体であった。それぞ
れの支部は自身のテリトリーで独自の秩序を築き、また、職場に隣接した地
域に支部の労組員とその家族が暮らすコミュニティを持ち、高い自律性を有
していた。レッド・フック地区はイタリア系移民で占められ、やはりイタリ
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ア生まれのアンソニー・アナスタシアをリーダーとする Local 1814が同地
区の港湾労働をとり仕切っていた。「とり仕切る」という言葉通り、港湾労
働は労組及びそれと提携する海運資本の強い統制下にあり、さらにその背後
には双方に深い関係を持つ犯罪集団が暗躍していた。港湾地区に集まる膨大
な物資と人員は利権の温床となり、それらをめぐる殺人・傷害事件が頻繁に
発生していた 15。
　日雇いが常態化する港湾労働は極めて不安定な就業形態を特徴としてい
た。出入港する船の積荷の都合によってその都度必要な人員がかき集められ
るため、労働者は早朝・昼間・夕方の 1日 3回港の倉庫前に集まり、現場監
督が自分を選んでくれるまで待つことをひたすら繰り返した。“shape up”
と称されるこの独特の労働システムはブルックリンだけでなくニューヨーク
港湾地区全体に共通する光景であった 16。一度雇われた労働者はその見返り
として貴重な給料から現場監督（組合員）にキックバックを支払い、組合
に忠誠的態度を示すことで次にまた仕事が紹介されるようにするのが通例で
あった。積荷がコンテナ化され、搬入出における人力への依存が大幅に軽減
される以前の港湾地区では、こうした前近代的な労働システムが支配し、そ
れが犯罪や腐敗を生む温床になっていたのである 17。そのような状況下で行
われる港湾労働の実態は、ひたすら労働者の肉体的強靭さに依存する荷役で
あり、常に荷崩れや荷物の落下が発生する現場は危険極まりなく、死傷事故
は恒常的に発生していた。
　暴力が渦巻き、極端な恣意的労働システムが横行するこの地で不当な労
働条件が慢性化する状況への不満は根強く、資本と妥協を重ねる組合幹部
を尻目に第 2次世界大戦後は労働条件の改善を求める山猫ストライキが次々
に起こり、拡大していた。ILAが傘下の労働者を統制する能力を失い始め
た現状に加え、コンテナ化の推進によって港湾労働の近代化を進めたい資
本は港湾行政当局との連携を強化し、労働システムの大幅改編を目指す攻
勢を強めた。そのための中核となったのが 1953年連邦議会の承認によって
設立された州間機関ニューヨーク港湾委員会であった。同委員会は労働者
雇用における主導権を ILAから奪うことを最大の眼目としており、港湾労
働者各々に委員会で登録することを義務化し、その承認の下に労働を許可
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するシステムの構築を目指した。また、AFL（1955年の合併以降は AFL-
CIO）は蔓延する港湾地区の腐敗に対して高まる世論の批判をかわすべく、
ILAを除名し、それに代わる新たな港湾労組（International Brotherhood of 
Longshoremen）を起ち上げることで統制を試みた。
　しかし、この地に生きてきた労働者は一連の攻勢を受けて ILAを離れた
わけでは決してなかった。家族とともにそこに暮らし働いてきた労働者の
多くは、長年親しい者同士の間で培われてきた秩序に強い執着を見せた。
港湾地区における ILAの実効支配力の喪失を狙って、全米労働関係委員会
（NLRB）における代表権を賭けた選挙が 1953年 12月から 1956年 10月ま
での期間に 3度行われたが、それらすべてに ILAは勝利したのである。も
ちろん投票行動に際して暴力や不正行為等の問題はあったが、ここで強調さ
れるべきは、労働者の多数派は自らが生きてきたこの地の秩序に対する外部
勢力の有無を言わさぬ介入に対して強い拒否感を示したということである。
ILA―組合幹部と暴力組織による理不尽な支配、資本による厳しい労働条
件というのっぴきならない状況にありつつも、労働者にとって、自らの肉体
だけを頼りに働き、家族を養ってきた港湾労働とその仲間が多く住むコミュ
ニティの秩序と文化への執着は、組合や資本、公権力の間で争われる権力闘
争とは別に、極めて根強いものがあったのである。

3.  労働者文化としてのブルックリン・ドジャース

（1）重ね合わされる労働者階級イメージ
　以上見てきたように、ブルックリンに代表的であるブルーカラー労働者は
それぞれ独自の環境の中で自らの秩序や文化を持っていたが、それらの間に
は非常に類似した点を確認することが出来る。①現場の労働は危険で過酷な
肉体労働であったこと、②労働者の構成において血縁・地縁が重視され白人
男性が常に中心的地位にいたこと、③その反面、マイノリティ労働者が劣悪
な地位に追いやられていたこと、④男女の間に明確な境界線が敷かれ労働現
場やコミュニティでは圧倒的に男性優位の秩序が維持されていたこと、がそ
れである。このような共通点を持つブルックリンの労働者と、先行研究の中
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でしばしば労働者を代表するものとして語られるブルックリン・ドジャース
は果たしていかなる関係にあったと言えるのだろうか。
　先行研究の多くはドジャースが醸し出す大衆性とそれをこよなく愛する労
働者という大雑把なイメージに基づいて記述されている傾向が強いように思
える。例えばニューヨーク労働史の大家であるジョシュア・フリーマンはド
ジャースの移転に関して以下のように述べている。

多くのニューヨーカーにとって 1958年のドジャース移転は……痛恨の極みである
ことが明らかになった。ニューヨーカーは押し並べて西海岸への移転は道徳的退廃
であって、オーナーの銀行家オマリーは自らの更なる富のためにブルックリン市民
の忠誠を踏みにじり、ニューヨーク労働者階級の真のシンボルを破壊し去ったと見
なしていた。ドジャース・ファンはヒルダ・チェスターやシンフォニー・バンドに
煽られ18、ジャッキー・ロビンソンに示される人種混合という緊張した時代の中で、
明らかな下層階級的粗野さを持っていた。鋭角な形をしたエベッツ・フィールドは
アパート群や商店街の只中にあって、ブルックリン公立図書館やブルックリン植物
園、プロスペクト・パークにも近かったが、これはオマリーがロサンゼルス・ド
ジャースのためにつくった海のような広い駐車場の中に浮いている、快適で清潔だ
が人間味の無いチャヴェス・ラヴィン球場とは異なるものだったのだ 19。

この記述には様々な機会でブルックリン・ドジャースが懐古される時に言及
される主な点がうまく反映されている。騒がしい雑踏の中に存在しつつ十分
な駐車場を持たない本拠地エベッツ・フィールド 20、労働者層を中心とした
粗野なファン、ヒルダ・チェスターやバンドによる騒々しく洗練されていな
い応援文化、ジャッキー・ロビンソンに始まる人種の障壁への挑戦……ド
ジャースがブルックリン市民にとっていかに身近で大衆的な雰囲気を持って
いるかがこうした特徴から推して測ることが出来よう。しかし、その一方で
ドジャースを支えたファンたる労働者の実像は未だあいまいで抽象的な感は
否めない。
　フリーマンのようにドジャースを上記のような形で特徴づけ、懐古するも
のは枚挙に暇がないが、例えばブルックリン出身で CNNの名物ホストであ
るラリー・キング（1933生）の回想はドジャースに対する親近感を良く表
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している。キングは自身が少年だった 1940年代初頭を振り返り、「1950年
代の選手もそうだったが、選手たちは「俺達はこの土地の者だ」っていう
オーラを出していた。僕たちは彼らがブルックリン訛りの言葉を話すと思っ
ていたし、弁当箱を持ってエベッツ・フィールドを出て近くの小さな家に歩
いて帰ることを思い描いていた。彼らはまるで僕たちと同じような人に見え
ていた」と語っている 21。弁当箱を持って仕事に出かける所作は、建設労働
者のようなブルーカラー労働者のありふれた光景だったが、キングらブルッ
クリン市民は、ドジャースの選手たちに自らや周囲にいる働く人々の姿を重
ね合わせて見ていたということが分かる。
　ブルックリンの歴史が語られるその中には、労働者階級が強い存在感を
放った時代と、その時代を生きた者たちへの憧憬を含んだ懐古が多分に含
まれている。キングの懐古はニューディールから戦間期にかけての激動の時
代をともに生き抜いてきたという思いによって、ドジャースに対して更なる
愛着が重ねられているように見える。さらにより詳しく見るならば、対岸に
あって距離は近くとも、そこに集中する都市エリート層や知識人の醸し出す
マンハッタンの文化に強い対抗意識が感じられるものでもあり、そこにはイ
タリア系やユダヤ系等の新移民を中心とした白人・男性による無骨な労働者
階級の物語が浮かび上がってくるのである 22。問題は、実際に労働者たちは
どのような労働・生活を営み、いかなる問題に直面していたのか、という具
体性である。
　
（2）ブルックリンのコミュニティ環境とブルックリン・ドジャース
　2007年 6月 27日から半年に渡って開かれたニューヨーク市博物館におけ
る“The Glory Days: New York Baseball 1947-1957”は、当時ニューヨーク
を本拠にした 3球団がしのぎを削ってペナントを争っていた時代を振り返っ
た展示企画である。ここに示されるように、この当時ニューヨークにはメ
ジャー・リーグ 3球団が集中し、多くのニューヨーカーがベースボールに親
しめる環境にあった。そのような中、ドジャースは 1947年、1949年、1952
年、1953年と 4度に渡ってワールド・シリーズに進出するも、全てヤンキー
スの前に敗れ去っていた。そして 1955年、遂に宿敵ヤンキースを 4勝 3敗
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で退け、創立以来初のワールド・チャンピオンに輝いた。合言葉「来年こそ
必ず！（Wait ’til next year!）」を胸にひたすら勝利を待ち続けたドジャース・
ファンの積年の夢が叶ったストーリーは劇的であり、伝説化するには十分で
あった。
　1958年はドジャースだけでなく、マンハッタンのポロ・グラウンズを本
拠としたニューヨーク・ジャイアンツがサンフランシスコに移転した年でも
あった。そのジャイアンツも 1954年に 21年ぶりにワールド・チャンピオ
ンを奪回していた。この時代は、ヤンキースを含めニューヨークの球団が
ワールド・チャンピオンを独占し続けたニューヨーク・ベースボールの黄金
期にもかかわらず、同じ年に 2球団が一挙に失われた。そのような経緯を持
つニューヨークにあって、ドジャースの記憶ばかりに注意が向けられる理由
は、球史に残る初戴冠までのプロセスとそれを「ともに歩んだ忠誠なるド
ジャース・ファン」の存在という物語があることは間違いないであろう。
　ドジャース・ファンはどのような心情の持ち主であり、ライヴァル球団
はいかなる対象として認識されていたか―あるファンの回想は典型的
なファン像を図る上で示唆するところが大きい。ブルックリン出身で現在
ニューヨーク市立大学スタテン・アイランド校で教鞭をとるジョエル・バー
ガーは言う。
　
　何でドジャース・ファンだったかって？当然さ、良き隣人たちはみんなドジャー
ス・ファンだったからね。ヤンキース・ファンがいたらそいつはダサい奴ってこと
だし、絶対付き合わない。多分そいつは反組合的で不義な奴だし、どこかにお金持
ちのおじさんがいるってことさ。もしジャイアンツ・ファンがいたなら、そいつは
ごちゃ混ぜだ。アナーキストとかニヒリストとか。家族や友人を困らせることをし
ている奴だな。誰かジャイアンツ・ファンにはならないのかって？ドジャース・ファ
ンは忠実（salt of the earth）なんだ。社会的進歩、アメリカ的なもの、弱者を信頼
する。ブルックリンじゃなかったらジャッキー・ロビンソンはどこへ行ってた？ド
ジャースの選手はブルックリンに住んでたんだ。お隣さんになれるわけだ。ほん
と、その辺で彼らが普段着でいるところとか、普通の人と同じことをしているとこ
ろを絶対見るよ 23。

　



立教アメリカン・スタディーズ36

　実際、1940年代から 1950年代にかけてのブルックリン・コミュニティの
人々にとって、ドジャースのプレーヤーたちはまさに隣人であった。ジャッ
キー・ロビンソンをはじめドジャースの主要なプレーヤーの多くが本拠地エ
ベッツ・フィールドの周辺に住み、ほとんどがドジャース・ファンであるブ
ルックリンの子供たちは、プレーヤーたちを気軽にニックネームで呼んでい
た。そんな子どもたちにとって、学校終業後にプレーヤーたちの自宅近くへ
直行して彼らが通りを歩いているのを見るために待ち構え、幸運ならば話し
かけようとすることは大きな楽しみの一つになっていた 24。
　ドジャースやそのプレーヤーたちと極めて距離感が近かったことを示す
数々の証言は、ドジャースがイメージだけでなく、実態としてコミュニティ
と一体化した存在であったことを物語っており、先に見たような、肉体労働
を中心とするブルックリンで労働者階級の存在が一際目立っていた状況の只
中にドジャースは位置していたと言える。だからこそ、証言の多くは懸命に
働き、生きていた自らの姿と、自らが過ごした時代をドジャースの奮闘に重
ね合わせて語るのだと言えよう。

4.  ドジャース移転―変貌するブルックリン労働者の生活世界

　しかし、一方でブルックリンのコミュニティ環境は確実に変化し、「とも
に歩んだファン」を取り巻く状況は著しく流動化していたことは明らかであ
る。1955年悲願のワールド・シリーズ初制覇を果たしたにもかかわらず、
ドジャース人気は停滞・下降気味にあったことはその表れと言える。一例
を挙げれば、優勝パレードに集まった市民の数である。21年ぶりにナショ
ナル・リーグのペナントを奪回した 1941年のパレードの時は 100万人もの
市民が沿道に溢れたが、1955年のリーグ優勝パレードでは 30万人に過ぎな
かった。1954年にナショナル・リーグを制覇したジャイアンツのパレード
が 100万人を集めているのと比べると、30万人という数字はいかにもさび
しい25。観客動員数でも同様の傾向が確認できる。7月末までのホーム・ゲー
ムに集まった 1試合平均観客数で見ると 1955年（16,066人）、1956年（16,842
人）、1957年（16,011人）となっており、ワールド・シリーズを初制覇した



37「ブルックリン・ドジャースを探して」

1955年以降では翌年こそ微増したものの、翌々年は減少するなど、ホーム・
ゲーム平均観客数は明らかに頭打ち状態に陥っていた 26。ニューヨーク全体
の観客動員で見ても、ヤンキース、ジャイアンツ、ドジャースの 3チームが
ワールド・シリーズで競い合った戦後ニューヨークの「栄光の時代（Glory 
days, 1947-1957）」ですら、3チームのホーム・ゲームを総計したチケット
の売り上げ数は最高 550万から 1957年の時点では 320万に激減していたの
である 27。この「栄光の時代」の 11シーズンでニューヨークのいずれかの
チームがワールド・シリーズに現れなかったのは 1948年だけであり、ニュー
ヨークをホームとするチームのいずれかが戦った 10回のワールド・シリー
ズで 9回もニューヨークのチームが優勝しているにもかかわらず、である
（1947, 1949, 1951-1953, 1955, 1956年はニューヨークのチーム同士での決戦。
1947, 1949-1953, 1956年はヤンキース、1954年はジャイアンツ、1955年は
ドジャースがそれぞれワールド・チャンピオンに輝いた）。
　ドジャースのロサンゼルス移転までの経過について、ドジャースのオー
ナーであるピーター・オマリーとニューヨーク市の都市計画を一手に担って
いたロバート・モーゼスのやり取りを中心に考察した H・D・フェターは、
ドジャースを支え続けたオールド・ファンはこの頃すでに当地にいなくなっ
ていたとし、1950年代、1960年代に各々約 50万人ものブルックリン住民が
郊外へ去って行ったことを指摘している（この中にはオマリー自身も含まれ
ていた）28。
　そして、先に見たブルックリンを代表する労働者について見れば、ド
ジャースの移転が囁かれ出したこの頃、労働者たちを取り巻く環境も激変し
始めていたことが確認できる。ニューヨーク中のあらゆるトンネルを掘って
きた sandhogsは、1950年 5月に開通したブルックリン―バッテリー・トン
ネルの事業を最後に大型トンネル工事が途絶えてしまっていた。sandhogs
は下水道整備のような小規模工事にありつくことで何とか雇用を保っていた
が、もはやかつてのような安定的な雇用の確保は困難になっていたのであ
る。そのため組合員は減少し、残った組合員もトンネル工事だけでは生活で
きなくなり、他の業種の工事にも参加せざるを得なくなっているほどであっ
た。窮状にあえぐトンネル専門の労働者は不本意ながらも sandhogsの組合員
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証以外にもう一つ別の組合員証を持って働かざるを得なかったのである 29。
また、トンネル工法も急速に近代化され、予めコンクリートで固められたト
ンネルのパーツをトレンチと呼ばれる巨大な壕のようなコンクリート枠の中
に沈め込むことでトンネルの早期完成をはかる方法が広がった。トレンチ工
法と呼ばれるこの工法は、これまでのシールド工法に比べ大幅に少ない労働
力で済ませることが出来た。各種工具の性能もアップして安全問題が改善さ
れた分、従来のような労働力は不要になった 30。
　また、ブルックリンのランドマークでもあったブルックリン海軍造船所も
転機を迎えていた。原子力全盛の時代の中にあって国防省・軍当局は、施設
の老朽化や大都市に位置するロケーションに伴う原子力事故の際の安全問題
を抱えるブルックリンの造船所を、時代に対応できないお荷物と見なし始め
ていた 31。米軍の合理化が進められる中、かつて周辺一帯の繁栄を支える役
割を演じていた造船所の労働者数も減少の一途をたどり、造船所の閉鎖が発
表される 1964年までにブルックリンに住む造船労働者の数は全体の半数を
割るまでに落ち込み、造船所に近接する地区にしぼって見れば 10％を切る
状態であった 32。造船所で働いていた数多くの労働者はもはやこの地を去っ
て違う地域で異なる業種に就き、新たな生活を送っていたのである。当然造
船所に支えられていた周辺地域の環境も大きく変貌することは避けられな
かった。
　同じ状況は港湾地区にも訪れていた。積荷のコンテナ化を軸とした港湾施
設の近代化はブルックリンだけでなくニューヨーク全体で進むとともに、今
や物流の拠点は老朽化した施設しか持ち合わせないブルックリンから、世界
初のコンテナ専用施設が整えられたより広大なニュージャージー州エリザベ
スへと移っていったのである。湾岸地区は、海運業はもちろん、運ばれた物
資をすぐにその場で製品化する工場、物資の搬入出を行う運輸業、保管する
倉庫業、様々な労働者を職場まで運ぶ交通・鉄道業等が結集する一大産業拠
点であったが、資本と行政当局が一体となって進めた近代化―ILA弱体
化を狙った攻勢は、この地に長く暮らし、働いてきた労働者の生活を急変さ
せるには十分すぎるものだった。取り扱う荷物もコンテナの割合が増大して
いったことで、荷役を主とした港湾労働者は、ブルックリンはもちろん、マ
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ンハッタンでも急激にその姿を減らしたのである 33。
　ブルックリンを代表してきたこれら労働者の減少は、もちろん、そのまま
労働者がこの地からいなくなることと同義ではない。それはこれまでこうし
た産業に縁の薄かった人々（その多くは黒人やプエルトリカン）の流入を
意味すると同時に、ブルーカラー労働に代わる新たな産業がこの地に進出し
てくることでもあった。実際、ブルックリン海軍造船所ではコストダウンの
必要性から、相対的に低い賃金しか受け取っていなかった非熟練労働者たる
黒人たちが現場に多く現れるようになり、作業内容も時間やコストを要する
熟練技術を主としたものからより早く容易なものへと変化した。また、湾岸
地区では桟橋とそれに連なっていた倉庫群が姿を消し、ショッピング・モー
ルやレジャー施設などがこれらにとって代わり、周囲の風景を一変させてい
た。そして既存の労働現場や新規産業の現場には、これまでこの地区には見
られなかったような人々―黒人やプエルトリカン、女性たちが現れるよ
うになり、かつて現場でもコミュニティでも中心にあった白人男性ブルーカ
ラー労働者の存在感は大いに薄まったのである 34。

おわりに

　ドジャースの存在とブルックリンの労働者に訪れていた事態の相関関係を
労働民衆史的観点から考える場合、例えばドジャース戦の観客の中に占める
労働者の割合のような直接的関係は見出しにくい。しかし、この時代の大き
な歴史的流れ―アメリカの労働者全体が迎えていた状況から眺めてみれ
ば、双方の事態について共通した歴史的傾向をその中から読み取ることが出
来るのではないだろうか。ブルックリンを代表するブルーカラー労働者の中
心にいたのはイタリア系やユダヤ系を代表とする新移民の男性である。メイ
ンストリーム社会の下位に甘んじ、厳しい労働条件の中で苦闘してきた彼ら
は、ドジャースという大衆性を持ち合わせた球団に自らを投影し、対岸のマ
ンハッタンを本拠とする好敵手ヤンキースやジャイアンツを打倒してワール
ド・チャンピオンになることを願い続けた。しかし、ニューディールから第
2次世界大戦を経る中で次第にその地位を向上させていったこれら労働者た
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ちにとって、相対的地位の安定という過程は同時に、もはや彼らがこれまで
身を置いてきた地位や場所にとどまる理由を消失させることにつながるもの
でもあった。
　また、やはりニューディール期から戦後直後の冷戦対立の中で、国家主導
による労働者統制の傾向を一段と強めつつあった連邦政府にとって、肉体労
働に依存する非近代的な産業は国際競争に打ち勝つためには合理化すべき対
象であり、安全保障上の観点から言っても同盟国に物資を積み出す重要な拠
点たるニューヨーク湾岸地区でストライキが頻発する不安定な状況は害悪で
しかなく、放置できるものではなかった。それゆえに、ニューディール以来
保ってきた労働者との提携的関係を見直す根拠は公権力側に十分に存在して
いた。そのような中で資本が公権力に追随していくことは必然であった。ブ
ルックリン海軍造船所が真っ先に閉鎖対象とされたことや、湾岸地区での労
働システムの主導権確立を狙った攻勢―それによって生じた公権力・資
本・労組間の激しい攻防は、まさにその典型的現れだと言えよう。
　転じてドジャース移転の場合はどのように言えるだろうか。直接的に移転
を強く主導した中心人物はニューヨークの都市計画に辣腕をふるったロバー
ト・モーゼスである。感傷的気分に左右されず、合理的で大規模な都市再開
発を進めたいモーゼスにとって、観客動員が伸びず、十分な駐車場も持たな
い老朽化したエベッツ・フィールドを本拠とするドジャースは都市計画上新
たな展望の見出せない時代遅れの産物でしかなく、敢えてブルックリンに止
め置くことに強いこだわりは発生しなかった。実際モーゼスは、オマリーが
ドジャースのブルックリン残留のために提起した案―ブルックリンのプロ
スペクト・パーク北に位置するアトランティック・ターミナルへの移転案を
支援するように求めても、断固として退け続け、逆に対案としてドジャース
はブルックリンを出て、かつてニューヨーク万博が行われたクイーンズのフ
ラッシング・メドウ・パークへ移転することを主張した 35。
　公的資金の投入に消極的なモーゼスの態度に痺れを切らしたオマリーは、
結局ロサンゼルス移転に大きく舵を切ることになるが、フェターが明らかに
しているように、モーゼスの頑なな認識は彼固有のものでなく、市当局、さ
らにはドジャースのオーナーであるオマリー自身でさえも否定できない既成
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事実であった。エベッツ・フィールドの代替地としてブルックリン内に別場
所を確保する案が支持されないのは、積極的な可能性を見出せない事業に資
金を投じたくないという官民共通の思惑が影響していたのである。そして、
ドジャースを残すためには最も必要である労働者・地元民からのドジャー
ス移転反対の声も、それを押し止めるには余りに脆弱なレベルでしかなかっ
た。
　ドジャースの西海岸移転は、かつてこの地に支配的であった白人男性ブ
ルーカラー労働者の姿が失われつつある現実を示し 36、労働者の前に今まで
よりも強力な力として公権力と資本が立ち現れたことを意味していた。もち
ろんそれはすぐさま労働者全体の無力化を意味するわけではなく、白人男性
が主導してきたものに代わる新たな労働者文化の形成と捉えられないわけで
はない。しかし、自律的労働者文化を育んできた労働者コミュニティが変貌
し、培われてきた絆が失われる中で、労働現場における黒人やプエルトリカ
ン、女性の増大・出現が既成の文化を乗り越えるにはあまりに未熟であり、
混沌とした状態を再編するほどの力強い域には達していなかった。現実の力
関係としては、かつてないほどの強大な力が一方の側―公権力・資本に
生まれていることは明らかであり、その意味ではドジャース移転及びそれと
同時期にブルックリン労働者が直面していた事態は、アメリカの労働者階級
全体がその後迎える厳しい時代を示し、労働者階級にとっての苦難の時代の
始まりとして捉えることが可能であろう。
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